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特集
木質バイオマスエネルギー
期待される

　

木
質
バ
イ
オ
マ
ス
エ
ネ
ル
ギ
ー
源
と
し
て
、
林
地

残
材
や
カ
ス
ケ
ー
ド
利
用
さ
れ
た
残
り
の
廃
材
の
他

に
、
積
極
的
に
栽
培
し
て
収
穫
す
る
木
質
資
源
作
物

が
あ
り
ま
す
。
木
質
資
源
作
物
は
貯
蔵
が
容
易
（
立

木
で
貯
蔵
）
で
、
複
数
年
栽
培
が
可
能
な
事
か
ら
、

１
～
５
年
程
度
の
伐
採
計
画
に
よ
っ
て
事
業
的
安
定

性
が
高
ま
る
特
徴
が
あ
り
ま
す
。
日
本
で
は
面
積
の

広
い
北
海
道
で
栽
培
の
可
能
性
が
高
い
と
言
わ
れ
て

お
り
、
該
当
す
る
樹
木
と
し
て
「
ヤ
ナ
ギ
」
が
挙
げ

ら
れ
ま
す
。

　

ヤ
ナ
ギ
は
地
域
熱
エ
ネ
ル
ギ
ー
供
給
源
と
し
て
、

ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
を
中
心
に
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
盛
ん
に
利

用
さ
れ
て
い
ま
す
。
ヤ
ナ
ギ
の
特
徴
と
し
て
、
挿
し

木
が
容
易
、
成
長
が
早
い
、（
注
１
）

萌
芽
再
生
能
力
が

高
い
と
い
う
特
徴
が
あ
り
ま
す
。低
コ
ス
ト
で
栽
培
・

伐
採
す
る
た
め
に
、
図
１
の
栽
培
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
が

基
本
に
な
り
ま
す
。
林
地
造
成
と
挿
し
穂
を
行
い
、

容
易
に
伐
採
で
き
る
限
界
サ
イ
ズ
（
地
際
直
径
７
㎝

未
満
）
ま
で
、
お
よ
そ
３
年
間
育
て
ま
す
。
収
穫
後

は
萌
芽
更
新
が
で
き
る
た
め
、
植
栽
の
必
要
は
あ
り

ま
せ
ん
。
こ
の
サ
イ
ク
ル
を
7
回
程
度
繰
り
返
し
、

改
め
て
挿
し
穂
を
行
い
ま
す
。
収
穫
量
は
乾
燥
重
量

で
10
ト
ン
／
ha
／
年
が
目
標
で
す
（
写
真
１
）。
こ

れ
は
一
等
地
に
生
育
す
る
ス
ギ
よ
り
高
い
成
長
量
に

な
り
ま
す
。
そ
の
た
め
に
は
優
良
な
個
体
を
選
抜
し
、

そ
の
個
体
の
穂
を
利
用
す
る
こ
と
が
重
要
で
す
（
図

２
）。
ま
た
、
ヤ
ナ
ギ
の
旺
盛
な
成
長
に
は
栄
養
と

水
分
が
欠
か
せ
な
い
こ
と
か
ら
、
平
坦
で
河
川
に
近

い
立
地
を
栽
培
候
補
地
と
し
、
十
分
な
施
肥
を
行
う

事
が
重
要
で
す
。
植
栽
直
後
は
雑
草
と
の
競
合
が
懸

念
さ
れ
る
の
で
、
農
業
用
マ
ル
チ
シ
ー
ト
を
設
置
す

る
こ
と
も
一
計
で
す
。
農
地
か
ら
の
転
用
な
ら
ば
、

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
は
主
流
と
な
っ
て
い
る
除
草
剤
の
利

用
も
考
え
ら
れ
ま
す
。

　

北
海
道
下
川
町
に
お
い
て
、
試
験
的
に
栽
培
し
た

場
合
の
コ
ス
ト
の
内
訳
を
図
３
に
示
し
ま
す
。
ス
ト

ー
ン
ク
ラ
ッ
シ
ャ
を
用
い
て
礫
岩
を
粉
砕
し
て
林
地

造
成
を
行
い
、マ
ル
チ
シ
ー
ト
を
設
置
し
た
場
合（
写

真
２
）、
そ
の
生
産
コ
ス
ト
は
１
万
円
／
ト
ン
（
乾

燥
重
量
）
程
度
と
試
算
で
き
ま
し
た
。
造
成
と
施
肥

エ
ネ
ル
ギ
ー
作
物
と
し
て
の

ヤ
ナ
ギ
の
可
能
性

植
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図１　ヤナギの21年間の栽培計画

21年間で１株７回収穫できます

（注2）

目標：210トン/ha/21年
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に
係
る
費
用
が
多
く
を
占
め
て
お
り
、
ヤ
ナ
ギ
栽
培

の
低
コ
ス
ト
化
を
図
る
た
め
に
は
こ
れ
ら
作
業
の
さ

ら
な
る
改
善
が
必
要
で
す
。

　

試
算
で
は
、
下
川
町
で
２
０
０
ha
の
栽
培
を
し
た

場
合
、
年
間
２
、
０
０
０
ト
ン
の
収
穫
量
と
な
り
ま

す
。
町
で
は
エ
ネ
ル
ギ
ー
自
給
自
足
シ
ス
テ
ム
を
目

指
し
、
設
備
容
量
総
計
４
、
５
５
０
kw
（
８
施
設
）

の
公
共
用
バ
イ
オ
マ
ス
ボ
イ
ラ
ー
を
導
入
し
、
そ
の

燃
料
と
し
て
年
間
３
、
０
０
０
ト
ン
（
平
成
26
年
）

の
バ
イ
オ
マ
ス
の
利
用
を
見
込
ん
で
い
ま
す
。
ヤ
ナ

ギ
の
栽
培
が
成
功
す
れ
ば
多
く
の
再
生
エ
ネ
ル
ギ
ー

資
源
を
提
供
で
き
、
ま
た
雇
用
の
確
保
も
含
め
、
地

域
創
生
に
対
し
て
大
き
な
役
割
を
果
た
す
こ
と
が
で

き
る
で
し
ょ
う
。

（
注
１
）
　�

萌
　
芽　

切
り
株
か
ら
出
て
く
る
芽
の
こ
と

（
注
２
）
　
台
切
り　

 

穂
を
１
年
間
育
成
し
て
十
分
発
根
さ

せ
た
後
、
地
上
部
を
切
り
取
る
こ
と
。

（
台
切
り
を
す
る
と
萌
芽
数
が
増
え
、

生
産
性
が
高
ま
り
ま
す
。）

写真１　十分管理をおこなった場合のヤナギの成長

写真２　ストーンクラッシャによる礫岩粉砕とマルチ敷設

図２　様々なヤナギ親木からとった穂の収穫量
　　　（�親木の種類を記号で示し、P-I-81などは、大変良い成

長を示しています）

図３　ヤナギを収穫するためのコストの内訳
　　　　　　　　　　　(動物被害は考慮しない場合)


